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海
づ
く
り
大
会 

奉
迎
活
動
報
告 

事
務
局
長 

片
岡
正
憲 

 

去
る
、
十
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨

席
の
下
、
第
三
十
三
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
が
熊
本
県
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
以
前
ま
で
の
奉
迎
と
違
い
行
在
所
の
変
更
か
ら
、
提
灯
奉
迎
を

行
う
場
所
が
な
く
、
提
灯
奉
迎
を
本
当
に
開
催
で
き
る
の
か
ど
う
か
も
心

配
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。 

 

そ
の
様
な
中
で
大
き
な
力
と
な
っ
た
の
は
、
ご
即
位
十
年
、
二
十
年
と

い
う
運
動
の
積
み
重
ね
で
し
た
。
ま
ず
県
庁
・
県
警
と
の
三
者
会
議
で
、

初
め
に
熊
本
城
が
使
用
で
き
る
事
と
な
り
、
そ
の
後
の
熊
本
城
と
の
交
渉

の
中
で
、
熊
本
市
が
提
灯
奉
迎
に
共
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

文
化
財
が
多
く
点
在
す
る
熊
本
城
は
管
理
が
厳
し
く
、
火
気
の
厳
禁
を

初
め
様
々
な
制
約
が
あ
り
、
ご
即
位
十
年
の
際
も
大
変
な
交
渉
が
続
い
た

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
は
市
が
共
催
に
入
る
こ
と
で
火
気

の
使
用
や
備
品
の
貸
し
出
し
な
ど
を
行
っ
て
く
れ
、
ご
即
位
十
年
の
時
に

苦
労
し
た
内
容
は
全
て
熊
本
城
管
理
事
務
所
が
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

更
に
は
以
前
の
奉
迎
の
際
に
は
、
城
内
に
あ
る
神
社
が
、
奉
迎
者
が
見

え
る
様
に
す
る
為
、
木
の
枝
を
切
っ
た
と
こ
ろ
、
厳
重
注
意
の
上
、
始
末

書
を
書
か
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
今
回
の
奉
迎
で
は
、
熊
本
城
管
理
事
務

所
が
枝
を
切
っ
て
く
れ
、
奉
迎
場
所
の
葉
っ
ぱ
も
落
と
し
て
く
れ
、
前
回

と
比
べ
て
大
き
く
状
況
が
前
進
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
ご
答
礼
予
定
の
お
部
屋
か
ら
の
下
見
も
行
い
、
そ
れ
以
外
の
奉
迎

場
所
と
し
て
民
間
の
私
有
地
で
あ
るNPC

パ
ー
キ
ン
グ
、
郵
政
局
駐
車
場

を
見
つ
け
交
渉
し
た
所
、
快
く
場
を
お
貸
し
頂
き
、
こ
ち
ら
が
描
い
た
希

望
が
ほ
ぼ
全
て
適
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
沿
道
奉
迎
も
、
ご
訪
問
・
ご
通
過
予
定
の
自
治
体
の
担
当
者
、

議
会
議
長
、
県
庁
、
県
議
会
議
員
、
奉
迎
委
員
会
事
務
局
で
関
係
自
治
体

実
務
者
会
議
を
開
催
。
全
て
の
自
治
体
が
自
治
会
な
ど
を
通
じ
、
回
覧
板

等
で
ご
通
過
予
定
や
ご
訪
問
予
定
を
県
民
に
流
し
て
く
れ
、
日
の
丸
の
小

旗
の
配
布
に
も
、
役
場
の
職
員
に
出
て
頂
き
、
全
面
的
に
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
。 

 

震
災
の
ご
慰
問
な
ど
を
通
じ
た
陛
下
の
ご
努
力
が
多
く
の
心
を
動
か
し

た
影
響
で
、
マ
ス
コ
ミ
の
事
前
取
材
も
多
く
、
熊
本
日
日
新
聞
が
、
行
幸

啓
の
詳
細
を
知
り
た
い
方
は
奉
迎
委
員
会
へ
と
新
聞
・HP

に
掲
載
し
、
役

場
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
も
全
て
奉
迎
委
員
会
に
回
す
よ
う
に
な

っ
て
い
た
た
め
、
最
後
の
一
週
間
は
受
話
器
を
置
い
た
瞬
間
に
着
信
が
あ

る
と
い
う
状
況
が
延
々
と
続
き
、
そ
の
状
態
は
陛
下
が
御
立
ち
に
な
る
直

前
ま
で
続
き
ま
し
た
。 

 

ご
来
熊
当
日
は
奉
迎
委
員
会
や
自
治
体
の
広
報
の
効
果
か
、
物
凄
い
人

が
連
日
各
地
に
詰
め
か
け
、
最
初
の
ご
訪
問
地
で
事
務
局
が
用
意
し
て
い

た
予
備
の
小
旗
が
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
急
遽
送
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
カ
ラ

ー
コ
ピ
ー
や
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
字
し
た
り
し
て
追
加
し
ま
し
た
が
、
総
勢

四
万
七
千
本
用
意
し
た
日
の
丸
の
小
旗
は
全
く
足
り
ず
、
報
道
に
よ
る
と

約
十
八
万
人
の
人
々
が
奉
迎
に
詰
め
掛
け
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
沿
道
に

は
奉
迎
委
員
の
私
学
協
会
か
ら
約
千
三
百
人
の
高
校
生
た
ち
や
、
同
じ
く

委
員
の
保
育
協
議
会
の
園
児
さ
ん
、
付
属
小
学
校
の
約
六
百
人
の
生
徒
た
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ち
も
参
加
し
、
老
若
男
女
問
わ
ず
、
正
に
県
民
上
げ
て
の
奉
迎
を
行
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

 
提
灯
奉
迎
で
は
熊
本
城
に
開
始
四
時
間
前
か
ら
列
が
で
き
、
あ
ま
り
に

も
列
が
続
き
す
ぎ
た
た
め
、
入
場
時
間
を
四
十
分
繰
り
上
げ
ま
し
た
が
、

あ
ま
り
の
人
に
城
内
に
入
り
き
れ
ず
千
人
以
上
の
方
々
に
お
帰
り
頂
く
と

い
う
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
人
に
五
千
六
百
個
用
意
し
て
い
た

提
灯
で
は
足
り
ず
、
多
く
の
方
々
が
、
何
も
持
た
な
い
で
も
、
提
灯
奉
迎

に
参
加
し
た
い
と
そ
の
場
に
残
ら
れ
、
総
勢
約
八
千
人
で
提
灯
奉
迎
を
行

い
ま
し
た
。
帰
ら
れ
た
方
も
含
め
る
と
約
一
万
人
近
く
が
集
ま
っ
た
提
灯

奉
迎
と
な
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
今
回
の
奉
迎
は
私
達
日
本
会
議
熊
本
が
、
行
政
や
マ
ス
コ
ミ

の
調
整
役
と
な
り
、
多
く
の
県
民
に
情
報
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
県
庁
・
熊
本
市
と
も
に
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
人
々
が
参
加

さ
れ
た
こ
と
に
驚
き
、
熊
本
の
皇
室
尊
崇
の
念
を
実
感
し
た
と
言
っ
て
お

り
ま
し
た
。 

            

日
本
の
誇
り
「
歴
史
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
て 

 

会
員 

山
下
正
順 

 

十
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
に
か
け
て
、
三
重
県
伊
勢
市
と
鳥
羽
市
で
開

催
さ
た
れ
歴
史
体
験
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
二
十
年
に
一
度

の
お
伊
勢
様
の
御
遷
宮
の
年
で
も
あ
り
、
今
回
は
全
国
か
ら
例
年
以
上
に

多
く
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
熊
本
か
ら
も
多
く
の
方
が
御
参
加
さ
れ

て
お
り
、
主
催
の
日
本
協
議
会
事
務
局
か
ら
「
た
く
さ
ん
来
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
の
感
謝
の
御
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

セ
ミ
ナ
ー
二
日
目
に
は
見
事
な
秋
晴
れ
の
元
、
御
遷
宮
を
終
え
た
ば
か

り
の
木
の
香
漂
う
内
宮
・
外
宮
で
御
垣
内
参
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
御
垣
内
の
石
を
踏
み
し
め
な
が
ら
日
本
の
安
寧
を
皆
様
と
共
に
お
祈

り
す
る
一
時
は
言
葉
に
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
加
え

て
、
外
宮
の
古
殿
地
（
二
十
年
間
お
宮
だ
っ
た
場
所
）
の
拝
観
を
特
別
に

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
と
共
に
歴
代
天
皇
陛
下
の

神
宮
に
つ
い
て
の
御
製
を
拝
誦
し
、
ま
た
、
西
行
や
本
居
宣
長
、
松
尾
芭

蕉
な
ど
の
和
歌
や
俳
句
を
詠
み
な
が
ら
宮
域
内
を
拝
観
い
た
し
ま
し
た
。 

他
に
も
伊
勢
神
宮
の
こ
と
や
遷
宮
に
つ
い
て
の
御
講
義
や
せ
ん
ぐ
う
館

見
学
と
い
う
充
実
し
た
内
容
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
こ
と
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
な

ど
、
伊
勢
の
大
神
様
が
お
護
り
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

美
し
い
日
本
を
護
る
た
め
に
国
民
の
一
人
と
し
て
、
も
っ
と
努
力
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
強
く
し
た
一
日
で
し
た
。 

    



                           『日本の息吹』平成２５年１２月[熊本版]第１９４号  
 

日
本
の
誇
り
セ
ミ
ナ
ー
報
告 

会
員 

山
下
正
順 

 

去
る
十
一
月
四
日
（
休
）、
日
本
の
誇
り
セ
ミ
ナ
ー
を
『
辺
野
古
は
な
ぜ

基
地
を
受
け
入
れ
た
の
か
―
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
へ
の
「
統
合
・
縮
小
」

の
早
期
実
現
を
―
』
と
題
し
熊
本
県
護
国
神
社
内
・
英
霊
顕
彰
会
館
で
開

催
い
た
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
朝
早
い
時
間
帯
に
も
か
か
わ
ら
ず
五
〇
名
を
超
え
る
多
く
の

方
々
の
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

講
師
の
三
荻
祥
氏
は
月
刊
誌
「
祖
国
と
青
年
」（
日
本
青
年
協
議
会
発

行
）
編
集
部
員
で
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
等
に
何
度
も
出
演
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。 

 

講
演
会
で
は
講
師
自
ら
沖
縄
へ
行
っ
た
体
験
を
も
と
に
、
わ
か
り
易
く

沖
縄
の
基
地
問
題
の
現
状
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

特
に
基
地
移
設
反
対
派
の
主
張
す
る
内
容
が
い
か
に
デ
タ
ラ
メ
で
あ
る

か
、
ま
た
写
真
を
示
し
な
が
ら
反
対
派
に
よ
る
反
対
活
動
の
酷
い
状
況
等

を
お
聞
き
し
、
沖
縄
が
い
か
に
大
変
な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
を
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
こ
の
よ
う
な
状
況
も
地
元
有
力
紙
に
意
見
広
告
を
掲
載
し
た
広

報
活
動
等
に
よ
り
沖
縄
の
雰
囲
気
も
徐
々
に
変
わ
り
「
よ
う
や
く
辺
野
古

移
設
を
口
に
出
せ
る
雰
囲
気
に
な
っ
た
」「
辺
野
古
移
設
の
県
民
の
声
が

上
が
る
の
を
待
っ
て
い
た
」
と
言
っ
た
沖
縄
県
民
の
声
が
上
が
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。 

 

今
後
、
こ
の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
自
分
た

ち
に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
て
い
き
た
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。 

  

大
東
亜
会
議
・
共
同
宣
言
七
十
年 

 

理
事
長 

多
久
善
郎 

今
年
の
十
一
月
五
日
・
六
日
は
、
昭
和
十
八
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た

大
東
亜
会
議
か
ら
七
十
年
と
い
う
節
目
の
日
だ
っ
た
。
私
は
、
全
国
各
地

で
開
催
し
て
い
る
日
本
の
誇
り
セ
ミ
ナ
ー
の
十
一
月
の
テ
ー
マ
を
「
重
光

葵 

日
本
の
理
想
を
世
界
に
表
明
し
た
外
交
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
定

め
て
講
演
し
て
い
る
。
昭
和
天
皇
の
大
御
心
を
体
し
て
、「
対
支
新
政
策
」

「
大
東
亜
新
政
策
」
を
推
進
し
た
立
役
者
が
重
光
外
相
で
あ
る
。
六
日
に

採
択
さ
れ
た
「
大
東
亜
共
同
宣
言
」
は
、
英
米
の
大
西
洋
憲
章
に
対
抗
し

て
、
わ
が
国
の
戦
争
目
的
を
世
界
に
表
明
す
る
「
思
想
戦
」
と
し
て
、
英

米
が
そ
の
植
民
地
を
維
持
せ
ん
と
す
る
弱
点
を
突
い
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
の

独
立
・
共
存
共
栄
を
高
ら
か
に
謳
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
日
本
・
中
華
民
国

（
南
京
政
府
）・
満
州
国
・
ビ
ル
マ
・
タ
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
・
自
由
イ
ン

ド
仮
政
府
、
七
ヵ
国
の
代
表
が
東
京
に
集
ま
っ
て
高
ら
か
に
宣
言
し
た
。 

私
は
、
大
東
亜
会
議
の
立
役
者
で
あ
る
重
光
葵
の
墓
参
を
為
す
べ
く
、

福
岡
で
の
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
の
大
学
生
二
人
と
共
に
、
十
一
月
六
日
に
大

分
県
杵
築
市
の
重
光
家
（
葵
が
幼
少
か
ら
中
学
ま
で
勉
学
に
励
ん
だ
）、
国

東
市
安
岐
町
の
山
渓
偉
人
館（
重
光
葵
資
料
館
）・
重
光
葵
墓
地
を
訪
れ
た
。

重
光
家
で
は
活
字
に
な
っ
て
い
な
い
重
光
葵
の
様
々
な
和
歌
と
出
会
い
、

資
料
館
で
は
昭
和
六
十
二
年
の
逝
去
三
十
年
に
出
さ
れ
た
『
重
光
葵
写
真

集
』
を
分
け
て
戴
い
た
。
墓
前
で
は
、
参
拝
の
後
、
重
光
が
残
し
た
愛
国
・

恋
闕
の
短
歌
を
拝
誦
し
、
大
学
生
が
「
大
東
亜
共
同
宣
言
」
を
高
ら
か
に

読
み
上
げ
た
。
歴
史
か
ら
抹
殺
さ
れ
つ
つ
あ
る
日
本
の
理
想
を
刻
ん
だ
、

大
東
亜
共
同
宣
言
の
言
霊
が
七
十
年
後
の
記
念
日
に
重
光
葵
の
墓
前
に
響

っ
た
。 

き
渡
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【
豆
知
識
百
六
十
九
回
】 

 
 

世
界
経
済
の
現
状 

副
会
長 

花
吉
洋
一 

 

第
二
次
大
戦
は
、
米
ソ
英
と
日
本
・
ド
イ
ツ
の
戦
い
で
、
資
源
の
な
い

日
本
と
ド
イ
ツ
の
敗
戦
で
戦
後
約
七
十
年
が
経
過
し
た
。
現
状
は
ど
う

か
？ 米

国
は
、
経
済
的
な
衰
退
が
危
惧
さ
れ
た
が
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
開
発

と
、
移
民
を
含
め
年
に
三
百
万
人
の
人
口
増
で
、
経
済
が
盛
り
返
し
、
海

外
移
転
の
企
業
も
米
国
に
帰
り
つ
つ
あ
り
、
前
途
は
明
る
い
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
米
国
と
日
本
に
対
抗
す
る
為
、
フ
ラ
ン
ス
が
中
心
に

な
り
Ｅ
Ｕ
を
作
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ギ
リ
シ
ア
の
経
済
危
機
で
、
Ｅ
Ｕ
の

経
済
は
ガ
タ
ガ
タ
、
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
、
ド
イ
ツ
の
メ
ル

ケ
ル
首
相
と
何
と
か
う
ま
く
や
っ
て
い
た
が
、
去
年
社
会
党
を
基
盤
の
オ

ラ
ン
ド
大
統
領
に
変
わ
り
、
経
済
が
動
か
な
く
な
っ
た
。
今
の
Ｅ
Ｕ
の
面

倒
を
見
て
い
る
の
は
ド
イ
ツ
で
あ
り
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
だ
。 

ロ
シ
ア
は
大
資
源
国
だ
が
、
経
済
は
駄
目
で
、
日
本
が
天
然
ガ
ス
を
買

っ
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
。
北
方
領
土
を
返
さ
な
け
れ
ば
、
買
う
必

要
は
な
い
。 

中
国
は
ご
承
知
の
通
り
で
、
国
内
は
公
害
だ
ら
け
、
経
済
ど
こ
ろ
か
腐

敗
と
汚
職
で
、
革
命
寸
前
で
あ
る
。 

ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
ド
そ
の
他
の
新
興
国
も
経
済
は
前
途
多
難
で
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
で
き
る
か
ど
う
か
、

分
か
ら
な
い
。 

世
界
で
残
る
は
、
矢
張
り
米
国
、
日
本
、
ド
イ
ツ
で
あ
る
。
日
本
も
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
明
る
い
。 

資
本
主
義
で
、
世
界
の
国
々
は
豊
か
に
な
っ
た
。 

ニ
セ
資
本
主
義
の
ロ
シ
ア
や
中
国
の
経
済
は
、
イ
ン
チ
キ
経
済
で
、
自

然
破
壊
と
公
害
を
生
む
だ
け
だ
。 

【
行
事
案
内
】 

天
皇
誕
生
日
奉
祝
式
典 

日 

時 
 

十
二
月
二
十
三
日
（
祝
）
午
前
十
時
〜 

会 

場 
 

県
民
交
流
館
パ
レ
ア
（
鶴
屋
東
館
十
階
） 

参

費 
 

無
料 

 

参
加
者
に
は
お
土
産
が
あ
り
ま
す 

加
奉 

納 
 

子
供
日
本
舞
踊
「
わ
ら
べ
」 
 

催 
 

主
要
祝
日
等
熊
本
県
奉
祝
会 

主☆ 

来
年
の
皇
室
カ
レ
ン
ダ
ー
を
販
売
い
た
し
ま
す 

  

落
語
『
チ
ョ
ビ
ッ
ト
・
チ
ベ
ッ
ト
』 

日 

時 
 

十
二
月
八
日(

日)

午
後
六
時
半
〜
八
時 

会 

場 
 

法

寺(
) 

泉

九
品
寺
一
丁
目
六
―
一
七

出 

演 
 

桂 

七
福
（
真
打
） 

入

料 
 

前
売 

一
五
〇
〇
円 

当
日 

二
千
円 

場

 

 

催 
 

九
州
ス
ー
パ
ー
サ
ン
ガ 

主☆ 

チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
な
方
は
日
本
会
議
熊
本
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い 

 
 

℡ 

０
９
６
―
３
２
２
―
７
４
８
４ 

 

建
国
記
念
の
日
奉
祝
式
典 

日 
時 

 

平
成
二
十
六
年
二
月
十
一
日
（
祝
）
午
前
十
時
〜 

会 
場 

 

熊
本
市
国
際
交
流
会
館
十
階
ホ
ー
ル 

参

費 
 

無
料 

 

参
加
者
に
は
お
土
産
が
あ
り
ま
す 

加
主 

催 
 

主
要
祝
日
等
熊
本
県
奉
祝
会 


